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実は、だいぶ前にお約束をいたしましたので、

その準備が出来たはずなのですけれども、何だ

か忙しくて、ついそのままになっており、２４

日から２６日、きのうまでは名古屋のＮＨＫに

カン詰めになっていまして昨夕帰ってきまし

た。きょうは朝から、近く行われる総選挙に際

しての、市民団体、婦人団体の、きれいな選挙

の運動を始める協議会（ストップ・ザ・汚職議

員）をやっておりまして、充分な準備が出来て

いないということをまずお許し願いたいと思

います。 

私のいただきましたテーマは「婦人と政治」と

いうことで、いろいろ考えてみたのですが、大

体、３つに分けて話してみたいと思います。 

最初に①婦人が政治に参加するまで、次に②参

加してから今日までの実情、そして③婦人と政

治においての現状に対する私の感想や批判と

将来の見通し、というように分けて申し上げた

いと思います。 

婦人と政治については、去年ドメスという出版

社から「日本婦人問題資料集成」第２巻の“政

治”にいろいろな資料をまとめ、その解説をつ

けたものを出しております。ちょうど昨年の４

月、婦人参政実施３０周年の記念として、いろ

いろな婦人団体が大会をもちましたが、その時

にもこれまでの婦人参政権の関係資料――だ

いぶ数字がたくさん入っておりますけれども

――というようなものも出しております。 

婦人が政治に参加するまで 

最初の婦人が政治に参加するまで･･････。もち

ろん、明治維新後になるのですが、明治１１年

くらいから、地方長官会議で、女の戸主の選挙

権の論議が行われたということが記録に残っ

ております。あるいは同じ頃、長野県の赤穂村

で、女にも村会議員の選挙権を与えるというこ

とが論議の的になっておりますし、１３年には

土佐で、町会の選挙に男女平等の選挙権を与え

ることが論議されております。１８年には仙台

の区組長選挙で、女戸主も投票をしたというよ

うな記録があります。 

ちょうどこの１８年前後から、いわゆる自由民

権運動が起こりまして、その中に女の人がある

程度加わっていたわけです。現在でもよく知ら

れているのは岸田（中島）俊子さんと景山（福

田）英子さんの二人ですが、男の人たちと一緒

に自由民権の演説をして歩いて、岸田俊子さん

はそれで政府攻撃をやって、捕まって留置所へ

放り込まれたことがあるわけです。 

景山英子さんは、岸田俊子さんの演説を岡山で

聞いて、それから政治運動に入るようになった。

当時の自由党に入って、朝鮮の閔妃事件に参加

し、国事犯で捕まって監獄に入れられ、２２年

の憲法発布の恩赦で許され出てきた。このよう

に女の人の政治活動も、この頃少し盛んになっ

てきたというわけです。 

２２年には憲法が公布され、２３年には衆議院

議員の選挙法が公布されて、最初の選挙が行わ

れます。しかし、ちょうどこの２３年に、それ

まで女は自由に男の人たちと政治活動をして、

政党にも入っていたのですけれども、逆に集会

及政社法の公布によって、政治演説をすること

も聞く事も、政党に入ることも禁止されてしま

います。ちょうどあの時代が明治維新後の最初

の反動がきた時代でして、教育勅語も明治２３

年１０月に出されております。 

あの教育勅語は、その頃の日本の思想界におけ

る混乱に対して、国民の向こうところを示すと

いう意味で出されたというわけで、その意味で

明治初期の文明開化に対しての一つの反動期

を象徴しています。その反動にたまたま女がひ

っかかったわけでして、せっかく芽を出してき



3 

たのが、またそこで芽を摘まれてしまった、と

いうことになるわけでして、それ以後は、女は

一切政治活動が出来なかった。 

ただ、教育は幾らか盛んになってきたのですが、

女子の教育はもっぱら良妻賢母ということに

なってくるわけです。婦人のあいだから、政治

活動の要求の運動が出てきますのは、それから

だいぶ経ってからになります。 

集会及政社法という法律は、明治３３年に治安

警察法に変わります。けれども内容はほとんど

同じでして、ことに私ども婦人に関するものは、

その第５条第１項において、「次に掲げる者は

政治結社に加入することを得ず」となって、そ

の５番目に「女子」と書いているわけです。ま

た第２項に「女子及未成年者は政治的会合に会

同し、もしくはその発起人となることを得ず」

という規定があるので、政治関係の演説を聞く

ことも出来ないし、もちろん、それをすること

も出来ないし、また、そういう会合の発起人に

なることも出来ない。こういうことで婦人を政

治から締め出すことが、治安警察法制定の明治

３３年以後も続いたわけです。 

社会主義運動の胎動期 

それに対して、婦人側からの抗議と言いますか、

運動が起こったのは、明治３７、８年の日露戦

争の後です。その頃、社会主義運動が日本に芽

を出してきたわけですが、その社会主義に関す

る演説は、もちろん政治の演説とされ、それも

あまり許されなかったのですが、社会主義者の

奥さんとか娘さんとかであるいは周囲にいる

女の人たちが演説を聞きに行っても、つまみ出

されて廊下で聞くということだった。 

社会主義の演説を女は聞かれない。なぜか。そ

れは治安警察法という法律で禁止されている。

ではどうしたら聞けるようになるかといえば、

議会に請願をしてその法律を改正してもらう

よりしようがない。それでは請願をしようとい

うことで、３７、８年頃に平民社に関係のあっ

た人たち、社会主義に関係のあった女の人たち

が中心になって請願の署名をして議会に出し

た。これは、私が堺利彦さんの奥さんのため子

さんから直接聞いた話です。それが「平民新聞」

に出ているわけです。 

初めは堺ため子さん、あるいは福田英子さんな

ども後にこの運動に参加しているわけですが、

３７、８年から大正２、３年頃までこの運動は

続いたのです。一つの団体をつくっているわけ

でなく、ただ知り合いで請願書を回して署名を

とるという程度で、一ぺんは請願が採択になっ

て、その採択になったものを議員が法律案とし

て提出して、衆議院を通ったことがあるのです

けれども、貴族院では否決されてしまった。 

最後まで、その運動をしていたのは遠藤清子さ

んという人でして、岩野泡鳴という小説家の細

君だった人です。私は、この人にも直接会って

話を聞いているのですけれども、白バラを胸に

つけてしょっちゅう議会へ行っていたという

ことです。一体、白バラというのはどういう意

味か。選挙の粛正運動などに白いバラをいまも

使っているところがありますけれども、とにか

く彼女は、そうして議会へ行っていたが、結局

は成功しないで終わってしまったわけです。 

大正デモクラシー時代 

それから５、６年経って大正８年、ちょうど第一

次欧州大戦が終わった頃、日本では、吉野作造

さんの民本主義、あるいは労働組合運動も入っ

てくる、いわゆる大正デモクラシーという時代

です。大正４年から大正８年まで続いた第一次

世界大戦のあとで、イギリスやアメリカの婦人

も長いこと婦人参政権の要求運動をやってい

たのですけれども、第一次大戦で女の人たちが
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手伝ってくれたので勝てたというので、ご褒美

に婦人参政権をやるといって、イギリスでは１

９１８年、アメリカでは、１９２０年の憲法改正に

よって、全国の婦人に参政権が与えられました。 

こういう時代だったのに、日本では治安警察法

第５条第１項、第２項が生きており、女は、政

治的にはまったく活動できなかった。 

その前、平塚らいてうさんは明治４４年９月に

『青鞜』という雑誌を創刊し、これは大正４、

５年まで続きました。おしまいの方は伊藤野枝

さんがやっておりました。 

平塚さんは結婚して家庭に引っ込んでいたの

ですが、前述の大正８年という時代思潮の中で、

日本も世界も非常な社会変革の時期になって

いる、ということを痛感されたようです。この

時に女がそれに参加しなければ、また男性中心

の社会になってしまう、この際婦人は団結して、

婦人の解放運動をやらなければならない、と平

塚さんは考えつかれた。 

当時、私は東京へ出てから３年くらいで、まだ

２５、６歳だったかと思います。山田わかさん

の主人の山田嘉吉さんから、毎朝仕事に行く前

に英語を習っており、そこで平塚さんと知り合

いになり、一緒に運動をしようと私に話があり

ました。「それじゃ、やりましょう」というこ

とにしましたが、二人では少ないから、もう１

人誰か捜そうというので、奥むめおさんに話し

て、三人が中心になって新しい団体をつくりま

した。 

政治ばかりではなく、家庭、法律、労働などい

ろんな面における婦人の解放運動を目的とす

る、ということで、大正８年１１月末に新婦人

協会がスタートしたわけです。 

すぐ運動を始めたのですが、そんなに一ぺんに

いろいろな運動は出来ないので、最初に何をす

るかというときに、遠藤清子さんは平塚さんの

友だちであり、前に運動をしていたというので、

私も連れられてその人に会いに行きまして、い

ろんな話をしました。そのとき治警５条の運動

の話が出まして、これがストップしているけれ

ども、「あなた方、続いてやってくれよ」という

ことになり、私どもも、「それではまずそれか

ら着手するほうがいいだろう」ということで、

最初に治安警察法第５条の改正運動を取り上

げました。まず請願をし、それから議員からの

法律の改正案提出の運動として議会に働きか

けた。 

大正１０年には衆議院を通りましたが、貴族院

で否決される。しかし、翌１１年に、衆議院、

貴族院とも通りまして、治安警察法第５条の第

２項から、「女子及」の３字だけは取れた。選

挙でいわゆる婦人弁士というものが出てきた

のは、これ以後のことです。 

婦選獲得同盟の誕生 

これが出来まして、大正１１年の暮れに新婦人

協会は解散した。そのあと大正１３年、ちょう

どその頃は男の普通選挙運動が非常に盛んで

した。治警法改正と同時に、大正１０年に新婦

人協会は、女も加えた選挙法の改正（普通選挙

の改正）を請願しており、実は議会に提出して

いたのですが、その頃からすでに男の普通選挙

運動が非常に盛んで、ことにおしまい頃は各新

聞社が一緒になって非常に活発な運動を展開

しました。大正９年、田中内閣のときに、普通

選挙は危険思想だというので、議会解散をした

ことなんかもありました。 

その後、護憲三派が選挙で勝って、大正１３年か

ら１４年にかけての議会では、普通選挙が実現

するということが確実になってきたわけです。 

そうした中で私たち婦人は、その男の普通選挙
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案にはもちろん女は入っておりませんので、男

だけでは普通選挙ではない、やはり特別選挙で

はないかと、主張したのですが、取り上げられ

ませんでした。 

そこで、大正１３年の暮に、私どもは新しく婦人

参政権だけを目的として、治警５条改正後出来

た幾つかの小さい団体を合併して、婦人参政権

獲得期成同盟会というのをつくったわけです。

この名前、あまり長いものですから、翌年には

婦選獲得同盟と変えました。これには男の普通

選挙に対する、私どもの皮肉というか、抗議が

入っているのです。たまたま普選と婦選と音が

似ているものですから、私どもは普選はまだ出

来てませんよ、まだ残ってますよ、という意味

で、婦選獲得同盟と改名。婦人参政権のことを、

それ以降は婦選と呼ぶようにしたわけです。 

男の普通選挙は、大正１４年の３月に法律は成

立したのですが、最初の選挙は昭和３年に行わ

れたわけです。その頃から、ようやく婦人と政治

が、具体的な政治の課題になってまいりました。 

“男は済んだ。こんどは女の番だ”ということ

で、そうすると、やはり女を怒らせておいては

損をするから、女のご機嫌も少しとらなくちゃ

いけないだろうというので、一番保守的な政友

会が昭和になりまして、最初に態度を変えまし

た。そうすると、こんど民政党も負けじと、“婦

人にやる”と表明。ただ、初めから国の衆議院

というのはちょっと難しいから、まず市町村の

政治に参加させるという趣旨でした。当時、こ

れを公民権といったんですね。 

私どもは、公民権を婦人にも与えよ、というの

を婦人公民権と称したわけですが、まず、それ

をやろうという意見に固まった。昭和５年には

政友、民政の有志議員から、婦人公民権案を提

出してもらった。衆議院は通りましたが、会期

が短く審議未了となりましたが。昭和６年には、

ちょうど浜口さんの民政党内閣だったのです

が、内務大臣の安達謙蔵さんが、政府案として、

婦人に公民権を与えかつ治安警察法第５条第

１項を改定して結社権を与える、という案を議

会に出すわけです。これが昭和６年２月に議会

へ提出されたわけです。 

その案の内容は市町村会での選挙権、被選挙権

を婦人にも与えるというものでした。しかし、

婦人が市町村会議員に選ばれた場合、独身の女

ならばかまわないが、妻が当選した場合には夫

の承諾を要す、という条件がくっついていたの

です。 

それで私どもはそれに対して、妻君が立候補し

ようと思えば、初めからちゃんとご主人が賛成

してくれなければ立候補なんて出来ないし、当

然初めから子供たちの賛成も得なければ出来

ないのに、当選してから、「やめろ！」と一喝

食わされたらだめになるなんておかしい、と言

って運動したんです。やはり、保守的な政治家、

ことに貴族院なんかの人たちに対しては、そう

いうことをつけておかないと通りにくいとい

うことでとうとうそれをくっつけたままで、昭

和６年の２月に衆議院を満場一致で通りまし

た。 

このときに、治警５条の結社権、「政治結社に

加入することを得ず」を削除するという案も衆

議院を通ったんですが、貴族院は通過しません

でした。政治結社に加入するということには、

ことに貴族院の殿様が反対で、そんなものはと

んでもないということで、審議未了、実は審議

もされませんでした。 

しかし、公民権のほうは審議されて、委員会も

実は通過したんです。ところが最後の本会議で、

偉い殿様の反対演説なんかがありまして、当時、

貴族院では研究会というのが非常に有力だっ

たのですが、その研究会の幹部の黒田と言いま
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したか、男爵が、家族制度を破壊する、いや日

本の国体に反するという演説をブッた。これに

対して有馬頼寧伯爵は賛成演説をやってくれ

ましたけれど、本会議での堂々めぐりの採決で

は、賛成１に対して反対２という比率で否決に

なってしまったわけです。 

戦時下の活動 

私どもはどうせその案は気に入らなかったの

だし、そんなただし書きがつかないものを２、

３年のうちにとれると思っていたんですが、そ

の昭和６年９月に満州事変が起こったわけで

す。それで日本の政治情勢がすっかり変わりま

して、政府は、もうそんな婦人参政権どころじ

ゃない。日本は準戦時体制になったんだという

ので、政府案として提案しなくなった。昭和７

年に民政党から政友会内閣に変わって、犬養毅

さんが政友会に入って総理になった。犬養さん

は以前から婦人参政権に賛成していてくれた

ものですから、１月１７日に私ども婦人参政権

の団体の者が首相官邸に犬養さんを訪問しま

した。“賛成して政府案として出して下さい”

と頼みに行ったんです。 

「うん、わしは賛成だけども、さア、やっぱり

党に相談しなきゃなあ」なんて言われて帰って

きたんですが、それから５ヵ月経った５月１５

日、５・１５事件で、犬養さんは多分私どもが面

会した部屋じゃなかったかと思うんですが、少

壮軍人に射殺された。５・１５事件の次には２・

２６事件があり、それから支那事変があり、太

平洋戦争。いわゆる満州事変から、現在では“１

５年戦争”と言われているわけですが、この１

５年戦争で、軍人が権力を持ってきたものです

から、女なんかに参政権なんてとんでもないと

いうことになり、女は家にいて、子供をたくさ

ん産んで兵隊をたくさんつくればいいんだと

いうことで、たくさん子供を産んだお母さんは

褒美を貰えるようになったわけです。 

で、私どもはいろいろ考えて、運動を少し転換

して、こんどは具体的な政策と言いましょうか、

東京市に対しては、ゴミとか市場とか税金とか

いうような問題で運動をやりました。国会に対

しては、小さい子供を残され働くことも出来な

い母親に対する母子扶助法といったようなも

のとか、あるいは経済的な問題でなくて、家庭

のトラブルで親子心中をするのがたくさんあ

ったものですから、そういう人たちに対しては、

家事調停法と言いますか、裁判でなくて調停で

すむようにするといったように、出来るだけ女

に都合がいいような法律の制定運動をやりま

した。 

この二つとも、実は戦争の最中に目的を達した

のですが、私ども婦人参政権の団体が中心にな

って、いろんな団体と一緒に別の名をつけて運

動をやった結果です。参政権が表に出なかった

ものですから、婦人参政権運動は満州事変でお

しまいになっちゃったというふうな歴史にな

っているのが多いのですが、事実はそういうこ

とで、随分苦労しました。 

とうとう終戦近くまで、私どもは運動を続けま

したが、参政権も公民権も得られなかったわけ

です。 

婦人運動・各紙の扱い 

新聞社の方が多いので、私どもの運動時代の、

当時の新聞の切抜きを充分ではないのですが、

少し保存してありますので、見出しだけ書き取

ってきましたのでちょっと聞いてみてください。 

私どもが運動を始めた、大正９年の７月１６日の

「国民新聞」。“婦人団体結束して院外で大気焰” 

大正１３年１２月１５日の「富山日報」。地方の

新聞にも私どもの記事がのったわけで、“赤い

唇をついて参政の叫び。「わたしたちにも参政

権を与えよ」と虹のごとき気焰を挙ぐ”（笑） 
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大正１４年１月６日の「中外新聞」。“女だてら

に初の政治会議” 

大正１４年１月１８日の「中外商業」。“野次の

つぶてを赤い気焰で撃退、昨夜開いた婦人参政

権獲得初演説会の奇声” 

昭和５年５月の「名古屋新聞」。公民権のこと

を書いているんですが、“委員付託となって嬉

しそうな婦人猛者連、いそいそと傍聴席からご

退陣”（笑） 

私どものことを猛者と言われたんです。（笑） 

昭和５年５月１２日の「大阪朝日」。“まんざら

でもなかったご婦人方のお喋り” 

昭和５年７月２９日の「読売」。“婦人公民権を

めぐってさながら剣劇時代、火花を散らす突撃

は華々しいが、惜しいかな群雄割拠の感” 

これは婦人公民権をめぐりまして、私どもと、

もう一つ婦人参政権の団体が出来まして、それ

は吉岡弥生さんが中心で、私どもの運動のこと

を「あれは腕まくり連中だ」と攻撃し、自分た

ちはおとなしい団体だと言っていた。それが、

いよいよ公民権が実現しそうになったので、自

分たちも手伝っておかないと、あとで体裁が悪

いということで、婦人同志会という会をつくっ

て運動をした。その間での悪口の言い合いが少

し出たりして新聞に書かれたのだと思います。 

昭和５年の１０月１９日の「毎夕新聞」。“婦人

の有権者は断然男より多し、いよいよ婦人公民

権が通ったら、女天下の時代出現” 

その時代の新聞の漫画も少し持ってまいりま

したので、皆さんのほうにお回ししますので、

見ていただきたいと思います。 

大正１４年、男の普通選挙法が実現する少し前

に、婦人の結社権、公民権、衆議院の参政権、

女子高等教育の振興という４つの案を議員に

提案してもらったわけです。あの時代はみんな

本会議でやったんです。いまは、委員会に直接

いってしまって、本会議でやらないのですが、

あの当時は本会議でやって、４人の人が、その

日は婦人デーということで、女の問題を一緒に

して提出したというわけです。 

私どもはそれを聞きに行きましたが、そこでい

ろいろなことがありました。一番おかしいこと

だけ申し上げれば、その翌日の大正１４年３月

１１日の「朝日新聞」は、その頃岡本一平さん

が漫画をかいていまして、説明をした４人の男

の議員さんたちの頭をかき、そこへリボンをく

っつけているんです。（笑）その横に、その人

たちの言ったことの中で、おかしそうなことを

一言ずつ書いてあるんです。 

結局、私どもの運動は、一般からはもちろん悪

口を言われ、憎まれたけれども、マスコミは面

白がってと言いますか、よく書いてくださいま

したよ。（笑）前述のような見出しで、本当に

茶化してと言いましょうか、扱われました。い

までもそれを思い出すわけですが･･････。以上

参政権がとれるまでのことを簡単に申し上げ

たわけです。 

婦人参政権の獲得 

そこで第２番目、婦人参政権が与えられてから

今日までのことについて簡単に申し上げたい

と思います。婦人参政権は、昭和２０年（１９４５

年）、戦争に負けたあと与えられたのですが、

それまでに多少のいきさつがありました。日本

が無条件で降伏した“ポツダム宣言”･･････。

実は私は、終戦前、八王子に疎開しておりまし

たが、アメリカ軍の飛行機がビラを撒きまして、

それに日本語で“ポツダム宣言”が書いてあり

ました。私は拾ってそれを見たんですけれども、

その中に「日本政府は、日本国民のあいだにあ
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る民主的傾向を復活強化し、これが妨げとなる

ものを取り除くべし」と、ちょっと文句が違う

かもしれませんが、そういう言葉があった。 

つまり、民主主義といえば、男女平等であり、

参政権は当然与えられるべきです。もっともイ

ギリスもアメリカも、婦人参政権を与えるまで

は男女平等ではなかったわけですけれども、終

戦の頃にはそうなっていた。 

そこで「民主的傾向を復活強化し」ということ

は、つまり東条さんのときは推薦選挙なんかで

民主主義は一ぺんストップしていたと言えま

す。明治２３年に衆議院が出来てから、一応、

民主主義を日本がとっていたとも言えるわけ

ですが、それが非常に弱い。だから強化しよう。

女に与えていない、男だけだから弱いんだ。だ

から婦人にも与えよという意味に、私どもは解

釈しました。それで、実はあのときちょうど東

久邇宮様の内閣だったので、宮様に、早く婦人

に参政権を与えると言ってください、という運

動に行ったわけです。 

私どもは、８月１５日に負けて１０日たったあ

との８月２５日に、戦争中にいろんな方面で先

に立っておりました人たちに約２、３０人、東

京に残っている人たちを捜し出して、戦後対策

婦人委員会というのをつくったわけです。そこ

に社会部と労働部と政治部を置いて、社会部は

女の問題などがありますし、労働部は男の方た

ちが帰っていらっしゃるのに対して、婦人が電

車の車掌などをやっておりましたから、そうい

う問題。私は政治部部長ということで、政府の

ほうに、「早く女に参政権をやると言ってくだ

さらないと、マッカーサーのほうから、婦人に

参政権をやれ、と言って命令されますよ。私た

ちはアメリカから参政権を貰うのはいやです

から、早く政府から言ってください」と言った

んですが、「考えておきましょう」とか、あるい

はあのとき近衛文磨さんが無任所相で大臣で

したが、近衛さんは、「女に参政権を与えると保

守的になるから反対だ」なんて言っていました。 

そのうちに東久邇宮様が辞めて、幣原さんにな

ったわけですが、宮様が辞めるときに、「女に

も参政権をやろうと思っておった」なんていう

ことを新聞でおっしゃっていましたけれども、

もうあとの祭りで、幣原内閣になりまして、内

務大臣が堀切善次郎さんで――堀切さんはま

だご健在ですが――１０月１０日に幣原内閣の

初閣議をやって、どういう政策を実行するか、

という話のときに、堀切さんが、この際婦人に

も参政権を与えようじゃないか、と提案した。

すると幣原さんをはじめとして、そのときの閣

僚、前田多門さんが文部大臣でいましたし、松

本烝冶さんが無任所でいましたか、全部が賛成

した。 

ところが、その翌１１日に、マッカーサーから

幣原さんに呼び出しがかかって、「日本政府は

ポツダム宣言に従い速やかに、次の５項目を実

施すべし」という指令が出たわけです。その第

一が、「日本婦人に参政権を与え、婦人を解放

すべし」ということだったので、幣原さんはそ

のとき、「いや、それはきのうの閣議で決めま

した」と言ったら、マッカーサーから「こちら

から言う前にそういうふうにやってください」

と言って褒められたという報告を、私どもも聞

いたわけです。 

このときほかに労働組合を助成すべし、教育と

経済の民主化、そして日本国民を苦しめた悪い

法律、治安維持法、治安警察法などを直ちに廃

止すべし、という命令が出たわけです。そこで

政府は自分たちのほうで決めた通りに、直ちに

衆議院議員選挙法の改正案をつくって、男の方

は２５歳以上だった選挙権を２０歳以上にし、

３０歳以上であった被選挙権を２５歳以上に

する。それと同時に、女にもそれと同じことを

与えるという案を衆議院に出して、衆議院を通
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り、貴族院を通って、昭和２０年の１２月１７日

に、衆議院議員選挙法の改正が公布された。 

ここで初めて婦人が、一番難しい国の政治への

参政権を貰った、というわけであります。 

ところで、一体その法律はいつから実施するか

というと「次の総選挙からこれを実施しろ」と

いうことでありまして、次の総選挙は、翌年の

２１年の４月１０日に行われた。そこで、婦人

が初めて４月１０日の衆議院の選挙で投票し、

婦人議員が立候補してたくさん当選した。こう

いう結果になっているわけでございます。 

婦人も政党活動を 

私ども、戦後対策婦人委員会をつくって、いよ

いよ婦人参政権を貰えることもはっきりした

し、そこで新しい婦人団体をつくろうというわ

けで、戦後対策婦人委員会から別れて、２０年

の１１月３日に新日本婦人同盟をつくった。そ

して、私が会長になったわけです。政治教育を

主たる目的としておりました。１１月２１日に、

私どもが前から問題にしてきた治安警察法の

第５条の第１項「結社に加入することを得ず」

は、治安警察法そのものが勅令で廃止されたの

で、婦人は政党に入れるようになったわけです。 

衆議院議員の選挙法の改正で、婦人にも参政権

が与えられたのですが、その前に治安警察法の

廃止によって、婦人も政党に加入出来るように

なりました。終戦後、一番先に出来たのは社会

党、つづいて鳩山一郎さんの自由党ですけれど

も、それから進歩党に協同党などの政党が出来

て、そういう政党が、女がいよいよ参政権を持

てば、その投票を得なければ当選出来ないから

というので、みんな婦人部をつくりました。 

自由党は、吉岡弥生さんを引っ張ってきて、婦

人部長にいたしました。進歩党は、鶴見祐輔氏

などが中心だったのですが、名前の出ていた婦

人たちを料亭に招待して――私も招待状を貰

ったのですけれども行かなかったのですが―

―進歩党に入ってくださいというような勧誘

をしたようでして、進歩党の婦人部長には村岡

花子さんが引っ張られたのです。 

このように婦人の政党活動が少し出てきたと

いうことが言えるわけですが、２１年の４月１０

日の総選挙で、その最初の参政権が行使された

わけです。 

この頃地方制度としては、北海道会法とか府県

制とか市制とか町村制という、幾つかの法律に

分かれていたのですが、地方制度を一つにして、

前の公民権は削って、婦人にも男子と同じに地

方議会の選挙権、被選挙権を与える、というよ

うに２１年９月に改正がなされました。それで

２２年の４月に最初の地方選挙をいたしまし

て、それに婦人の議員が相当たくさん当選いた

しましたし、女の町、村長も出来ました。 

憲法が公布されたのは２１年１１月３日、実施

されたのは２２年５月３日からですが、新しい

憲法で貴族院はなくなって、代りに参議院が出

来て、参議院は全部選挙という参議院議員選挙

法が制定され、憲法の実施される前、２２年４

月１０日に第一回の参議院議員の選挙が行わ

れた。これにも婦人は男子と同様（被選挙権は

３０才以上）に選挙権を行使し、婦人議員も当

選しました。 

このあいだに、教育委員会制度が出来まして、

教育委員の選挙に婦人も全部男子と同等の資

格で参加するということになり、婦人の選挙へ

の参加が、一応、昭和２１年、２２年、２３年ま

でに全部実現されたといっていいと思います。 

選挙権、被選挙権、公職 

婦人が政治に参加するというのはどの範囲ま

でかと言いますと、実は、国連で決定しました
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婦人参政権条約というのがありまして、その条

約で婦人参政権とは何を言うか、ということを

決めております。すべての選挙において選挙権

と被選挙権を行使すること、もう一つ、公職に

つくことの三つです。うっかりすると公職は忘

れてしまうのですが、参政権の中には、選挙権、

被選挙権のほかに、公職につくことも入ってい

ます。 

戦争前は、女は公職につけないという規定など

があったのですが、２２年１２月に国家公務員

法という法律が出来て、２５年の１２月には地

方公務員法が制定されて、その両方に「男女平

等の取り扱いをすべし」ということが入ってお

ります。婦人も男子と平等に試験なり任命なり

で公務員になれるようになった。これで完全に

日本の婦人も政治に参加を許された、というこ

とになったわけでございます。 

そこで、選挙権、被選挙権、公職ということに

ついて、その後どういうふうな経過を辿ったか

ということが問題になるわけですが、簡単に申

し上げようと思います。 

選挙権は２０歳以上ということで与えられた

わけですが、選挙権を持っているものを有権者

と称し、婦人の場合には婦人有権者と称します。

その数と投票率が一番問題になるわけです。 

２１年４月１０日に行われました最初の衆議院

選挙では、有権者は男１，６３２万、女は２，０５５

万で女のほうが４２０万ほど多かった。多数の

男子が戦死したし、まだ外地から引き揚げてこ

ない人もいっぱいいたわけです。 

投票に行かないと、マッカーサーに叱られる!? 

有権者が多くても、投票しなければ生きないわ

けですが、このときの投票率は、女は６７％で、

男よりも１２％くらい低かった。それでも女が

６７％も投票したといって、占領軍のアメリカ

の連中がびっくりしていましたけれど

も･･････。あの当時の情勢を申し上げれば、「投

票に行かないと、マッカーサーに叱られるそう

だ」という噂がありまして、投票にまいったと

いうわけです。（笑） 

近く衆議院の選挙がありますけれども、衆議院

の選挙は５１年の１２月５日にありましたが、

そのときの男女の有権者の数を見ますと、約７，

８００万、３０年余で倍以上にふえています。女

の有権者は４，０２０万人でだいぶ減りましたが、

まだ女のほうが多い。終戦直後は４２０万でし

たけれども、それからだんだん差は少なくなり

ました。しかし２００万～３００万のあいだで、

ずっと続いているし、こんどの選挙でどうなり

ますか、やはり女のほうが多いと思います。 

投票率は、最初のときは女のほうが１２％も低

かったのですが、その後、地方では３８年以来、

国会のほうも４３年以来女のほうが投票率も

高くなった。５１年１２月５日の衆議院選挙で

の女の投票率は７４％で、男よりも１．２４％高

かった。選挙によっては５％以上も婦人のほう

が高いこともあるんです。けれども、１％から

２％のあいだが大体普通です。 

ですから、有権者が多く投票率も高い、という

ことになると、その結果がどうなのか、という

問題が出てくるわけです。（笑） 

女が投票に行って、どの政党に投票しているか。

どの候補者に投票しているのか、ということは

無記名ですからわからないですね。しかし、新

聞社の世論調査、あるいは私どもも独立して衆

議院の選挙のあとで調査をしていますが、こう

した調査によって、どの政党に入れたか、革新

に入れたか、保守に入れたかくらいの数字は出

て来ます。 

九州大学の杣正夫氏は婦人の投票行動を特に

研究しています。地方地方でやっている選挙、
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あるいは全体の選挙の世論調査などを集計、分

析して、パンフレットを出しているんです。杣

さんの分析によると、大都市においては男は体

制側だが、婦人の票は革新票というか、反体制

方向に動いているらしい。 

その理由を杣さんは大体次のように言ってい

ます。 

政治的という点から言えば、男のほうが政治的

で、女は政治的ではない。しかし、女は社会的

な関心が男よりも強い。家庭を取り巻くという

か、子供を取り巻く環境は非常に悪くなってき

ている。物価が高くなった。公害が出てきた。

あるいは子供の入学試験の問題。こういう問題

で女はずいぶん苦労している。そこで、一体こ

れはどうしたらいいんだということで、むしろ

いままでの政党や政治に対する信頼度を失っ

ており、革新のほうに入れているというわけで

す。 

杣さんは、この傾向は将来も続くであろう、と

言っているんです。ところが、ここのところに

きて少し大都市の選挙の結果が、いままでは東

京をはじめとして、大都市では革新首長が当選

していますけど、少し変わって保守回帰の傾向

が出て来た。 

中都市では、保守、革新とも大体同じくらいだ

が、農村では女に保守が多い。 

そこで全体を平均すると、男女やはり同じくら

いだ、という分析をしているんですが、果して、

これが正しいかどうかという問題があります

けれども、とにかく少なくとも婦人の有権者が

多くて投票率が高い。だから、婦人がもし一致

団結して、投票するということになると、婦人

が投票した議員が当選し、女の望むような内閣

が出来ることもあり得ます。けれども、女の票

が固まらない。女の中にもいろいろ思想的な違

いがあるし、ご主人とか、お父さんとか、お兄

さんと同じに投票するということで、女だけで

一致することはむずかしいけれども、一応そう

いう問題が一つございます。 

衆議院初回は３９名の当選 

被選挙権で見ますと、２１年の４月１０日に最

初の衆議院の選挙があったのですが、このとき

女の立候補者は７９名、うち当選者は３９名で

す。みんなびっくりしちゃったんですね。おま

けに私どものしっている人は、その３９名の中

で６人か７人しかいない。あとは、どこの誰だ

かわかりませんでした。新潟の例ですけれども、

開票になって、新聞社の人に「あなた、当選し

そうですよ」と言われたら、びっくりして「お

や、まア、どうしよう」と言ったところを写真

に撮られて、それが新聞に出たりしました。

（笑） 

長野県ではこんなこともありました。あのとき

は大選挙区で長野県は３人の連記だったので

すが、１人は安条はつさんという女の人、もう

１人は共産党の高倉テルさんが当選しました。

選挙が済んだあと伊那に講演に行って、婦人会

のおばあちゃんたちと会い「このあいだの選挙

はどうだったの」と聞いたら、「いイや、しまっ

たことをしましたよ」と言うわけです。男を女

と間違えて、おまけにそれが共産党だった･･････

まことに恥ずかしい話ですけれども。（笑） 

そして、その翌年の衆議院の選挙で、高倉さん

は落っこっちゃった。いや、女のほうも、履歴

詐欺とかなんとか言って非難されて、落っこっ

ちゃった。そういう状態なんです。 

ところで最近はどうなっているかと言います

と、５１年１２月５日の衆議院選挙では、第一

に女の候補者が少なくなって２５名、当選者６

名。１人死んで次点の婦人が復活したので７名

に現在なっていますが、三十何年経って、初め
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３９名だったのが、だんだん減ってきて７名に

なってしまった、という実情でございます。 

これは衆議院ですが、参議院のほうは、２２年

に最初の選挙が行われて、女性の候補者１６名

で、１０名が当選した。５２年の選挙（半数改選）

では候補者３６名で、当選者８名ということで、

現在は、参議院は留年組みも合わせて１５名

（もうちょっと多いこともあった）、衆参合わ

せて２２名という状態です。 

ところで国会の婦人議員の活動、当選した婦人

議員が一体どんな活動をしたかという問題で

す。一番最初の２１年４月の選挙のあとで、私

はそのとき、新日本婦人同盟の会長で、有権者

の側であったのですけれども、当選した婦人議

員、どういう人かわからないのが３９名もいて、

私どもも心配でしようがなかった。それで、一

つにはその人たちに勉強してもらいたいとい

うか、お互いに自粛する意味で、婦人議員クラ

ブという団体をつくったらどうかと考えまし

た。党派において政策の違う問題は取り上げな

いけれども、共通の問題、女や子供の問題、あ

るいは人道的な問題なんかは、超党派で取り上

げて目的を達するようにしてはどうかという

ことを、そのときの自民党や社会党の婦人議員

に説明して、“それはよかろう”ということで、

婦人議員クラブというのをつくりました。 

ところが、それは半年くらいで潰れてしまった

んです。やはり、政党が違うと政策が違うから

ダメだと言って、社会党が潰しちゃったんです

が、それからはもう婦人議員の会はなかったわ

けです。 

売春防止法の制定 

私が参議院に当選しましたのは２８年ですが、

このとき、衆議院で神近市子さんが当選してい

ます。参議院の自民党の或る婦人議員があると

き私に、同じ婦人議員でもほかの党派の人の顔

も知らんし名前も知らん、何とか一ぺんみんな

で集って話をするような機会をつくってくれ

ませんかというので、「あなた方がそれを希望

するなら、私が革新の社会党の側に話しましょ

う」と言って話したら、それは結構ということ

で、参議院の婦人議員だけ一緒になって一ぺん

話す会をやろうということで、あるところで夕

食会をしましたら、そこへ衆議院の堤ツルヨさ

んが飛び込んできて、「ちょいと、私も仲間に

入れてよ」と言うので「いや、衆議院はダメだ」

と言ったら「そんなこと言わないで衆議院も入

れてくれ」、それで「衆議院の人がみんな入り

たいというなら、入れてやろう」というわけで、

衆・参婦人議員団を２８年の暮につくりました。 

それで、何をやるかというときに、ちょうどそ

の頃、売春が非常に問題となっていた最中なの

で、何とか売春防止法をつくろうということで、

婦人少年局が売春問題を取り上げていたので、

局長の藤田たきさんを呼んで説明を聞いたり

した。また、国会ではそれぞれの委員会で政府

に、売春をいまのままで放っておいていいのか

と言って、みんなでずいぶん攻めました。 

当時の法務大臣の犬養さんは「いや、放ってお

いてはいけないと思います」、「それではどうす

る」、「何とか政府のほうで委員会をつくって検

討してみます」と言っちゃったものですから、

とうとう政府は売春問題の協議会をつくらざ

るを得なくなって、つくったわけです。 

婦人議員が、それこそ与・野党一緒になって売

春等処罰法案を議員提出しました。衆参どちら

か別々にしなければならないので、そこは私ど

もやはり衆議院の方が大事だからということ

で、神近さんに主になってもらおうということ

にして、衆議院の法制局でその法案をつくらせ

た。提案は婦人議員だけではなくて、男の方に

も入ってもらった。各党の賛成議員の人たちに
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署名してもらったら半数以上になったわけで

す。 

それで、政府のほうもびっくりしてと言います

か、あるいは業者が非常にびっくりして反対に

出たので、法務委員会の委員を反対の委員ばか

りに入れ替えて、委員会を潰したわけです。 

ただそのときに付帯決議で、来年は政府が売春

処罰法を提案しろ、ということになったのです。

したがって、本会議でも否決になりましたけれ

ども、こんど政府が提案せざるを得ず、内閣に

売春対策審議会をつくって案を練らせて、そし

て国会に提案して、３１年にとうとうこれが成

立したわけです。 

私どもは、あんなに早く出来るとは思っていな

かったのですが、えらく早く出来てしまった。

一つには国際条約、国連の売春に関する条約と

いうのがあって、それを批准しないと日本は文

化国家とは言えない、ということで、政府のほ

うが急いだのだと思うのです。ただし、１年あ

るいは２年の猶予期間を置いたのです。この問

題では売春業者が非常な反対運動をやって、私

どももあのときは命の危険を感じるほど、業者

の反対運動というのはすごいものでした。しか

し、いよいよ通っちゃったものですから、こん

どは業者は自民党の議員と結託して、実施期日

を延期する運動を始めたのですが、その最中に

売春汚職というのが出てきて、議員が３人でし

たか引っ張られて、とうとう延ばせなくて実行

したという経過があります。 

これは、もっぱら婦人議員が超党派で一生懸命

やった結果だといってよいと思います。 

そのあと、酔っ払い規制法というのをつくった

わけです。つまり、酒を飲み過ぎて公衆に迷惑

をかけた場合には罰するというのです。婦人議

員が主になって超党派で議員提出をしまして

通りました。そのときに、男の議員から「なん

だ女どもは、男から女を取り上げ、また酒を取

り上げやがって」なんて悪口を言われて、あ、

なるほど、酒と女かと思って、あとで気がつい

たわけですけど（笑）、これは３８年に出来ま

した。 

深夜喫茶の禁止とかあるいはトルコ風呂とか、

風俗営業の改正法案と取り組んで、深夜喫茶な

んかも、ルックスを明るくするようなことをさ

せて、幾らか制限をつけたけれども、禁止する

ことは出来なかった。トルコも禁止することは

出来なかったけれども、幾らか制限をするよう

なことはやったわけです。 

婦人議員の国会での活動 

５０年はちょうど国際婦人年でして、国際婦人

年に際して婦人の地位向上を図るべし、という

政府に対しての決議案を、衆議員および参議院

で婦人議員が超党派で提出者になり、男の議員

の方を全部賛成者にして満場一致で通過させ

ました。通ってからそのままになっていたんで

すが、昨年、それの続きとして、超党派で男女

の議員一緒で「国連婦人の１０年促進議員連

盟」をつくりました。婦人議員は２２名ですが、

男の議員さんがたくさん入って、いま２００人

くらいです。毎月会費を５００円ずつ、歳費の

中から差引いてもらっておりまして、少しその

ために骨を折るようになったのですが、この会

も婦人議員が中心になってやっています。 

こういうようなことが挙げられるのですが、婦

人議員は国会で一体何をやっているかというこ

とについては、私が責任者になっております「婦

人展望」という小さい月刊雑誌に、通常国会な

り特別国会が済みましたあと、衆議院ならびに

参議院の婦人議員の出席率、発言率、何を発言

したかということの調査をしまして出している

んです。もう１７年続けてやっているわけです

が、そこにも多少の共通点が見つかります。 
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このあいだの前の国会の分は「婦人展望」の今

年の８月号に、こんどの衆議院と参議院のは次

の９月号に載るはずです。たとえば衆議院７名

で、出席率のいい順で申しますと、一番は社会

党の土井たか子さん、外務委員会に属して、出

席率１００％、発言は１２回。その他公害対策

特別委員会、環境保全の委員会にも属している

し、そこでも発言しています。予算では１回、

大蔵で１回、法務で１回と実によく発言してお

ります。 

その次は共産党の藤原ひろ子さんで、逓信委員

会を受け持って出席率１００％、発言９回。そ

のほかに物価問題等特別委員会で出席率１０

０％、発言２回。予算で発言２回。 

その次は共産党の小林政子さん、本会議で１回

発言しています。運輸委員会に属して出席率 
１００％、発言９回。予算で２回発言。 

次は社会党の金子みつさん、社会労働に属して

出席率９７．４％、発言３回。物価問題に関する

特別委員会では、出席率１００％で発言１回。

予算で３回、内閣で１回。 

その次が日本共産党、革新共同の田中美智子さ

ん、社会労働に所属して出席率８４．３％、発言

は６回。予算で発言２回。 

その次は日本社会党の千葉千代世さん、文教委

員会で出席率６９．２％、発言なし。 

自由民主党の山口シヅエさん、社会労働で出席

率６８．４％、発言ゼロ。公職選挙法改正に関す

る調査特別委員会に所属していますが、ここで

も発言なし。 

いま言いましたように、自由民主党は衆議院で

は女が１人しかいません。社会党が３名で、共

産党も３名ということになっております。 

 

婦人議員の地方議会進出 

次に、地方議会の議員の数など申し上げようと

思っておりましたが、もう時間ですので、それ

は省きまして、最後の批判と感想、将来の見通

しを簡単に申し上げて終わりにしたいと思い

ます。 

婦人の政治参与は選挙権、被選挙権、公務員と

いうことですから、３つに分けて感想を申し上

げます。選挙権の行使については、一般の婦人

自身にまず問題があるというか、婦人自身、一

票の値打ちがよくわからないし、関心が薄いと

いうこと。 

これは婦人ばかりではなく男の方もそうです

が、日本人は非常に権力に弱く、特に婦人が権

力に弱いものですから、いつでも権力のほうに

くっつくという結果が出てくるわけなんです。

したがって、一般婦人の政治意識を高めるとい

うか、あるいは批判力を持たせるということが

必要であり、政治、政党へも参加するという意

欲を持たせることが必要だと思うんです。 

ただ、この頃は学校でも選挙とか、政治に関す

ることはあまり教えていない。ＰＴＡや婦人会

は社会教育として、文部省の社会教育局の下に

あるんですが、社会教育ではうるさいからとい

うんですか、なるべく選挙や政治にことに触れ

ない傾向があります。具体的にいろいろな事実

があるわけです。 

政党が婦人票を獲得しようということが、３０

年頃から特にひどくなったと思いますが、それ

に行政が、文部省がと言いましょうか、社会教

育なんかが関係しているんですね。自民党内閣

がずっと続いてきているものですから、婦人会

を自民党に引っ張り込む。いま、社会教育の下

にある地婦連（地域婦人団体）という大きな団

体はほとんど自民党でして、それで補助金も貰

っているし、いろいろな援助も受けているんで
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す。それで自民党の偉い人から声をかけられる

というか、免状を貰うというか、あるいはそう

いう人たちに会いに行ったりするのを非常に

名誉と心得て喜んで従っていく、ということが

行われているわけです。 

実は先日、松野さんの選挙区の熊本へ行ったん

ですが、あそこの県の地婦連はどういうふうな

性格だろうかと、本部の会長に聞いたら、「松

野さんが帰省したと言えば、飛んで会いに行く

でしょう。けれども、あなたが行ったって、会

いにはこないでしょう」と言われて、実はそこ

には声をかけなかったのですけれども、そうい

う情況が存在しております。 

被選挙権としては、一般の婦人で議員になるな

んていうことを嫌がると言いましょうか、女は

なるものじゃないというような考え方があり

ます。終戦直後には、地方の市町村議員にたく

さん婦人が出ましたが、続かずに、一期、二期

くらいして辞めてしまう。それは男の側からい

じめられるということもあるけれども、骨が折

れるので、そんな骨なんか折らんでもいいとい

うことで、辞めてしまうという傾向があります。 

終戦直後の選挙では全国の市町村に８００名近

い婦人議員がいましたけれども、だんだん減っ

て、町村合併とかあるいは市に合併して定員が

減るということもありましたが、一時は６００

名を切った。それが最近だんだん少し盛り返し

てきて、このあいだの地方選挙ではやっと最初

の頃の数に戻ってきました。ここ２、３回です

が、地方の婦人議員はふえてきています。しか

も共産党の婦人議員が非常にふえて、約８００

人くらいの中で、無所属が半数で、半数が政党

に所属しています。その中で半数以上、２５０

人から３００人くらいが共産党で、社会党は１０

０人いるかいないか、自民党も２、３０人、民社、

公明も１０名前後ということで、地方議会にお

ける共産党婦人議員の進出が将来どういうふ

うになるか、非常に大きな問題だと思います。 

婦人候補を育てない政党 

地方の婦人議員にはわりあいにいい人がいま

して、むしろ国会議員よりいい人がいるんじゃ

ないかと思うんです。ただ、地方議会でも、だ

んだん政党が多くなってきているので、政党の

公認という問題が、非常に大きくなっています。

公認でないと、国会なんかは無所属では当選し

ない。ところが政党がなかなか公認しないとい

うか、いや、政党が婦人の候補者を養成してい

ないんですよ。そして、いきなり選挙になって

から、やはり、婦人の投票が欲しいということ

で婦人議員を一生懸命探すんですけれども、必

ず当選するならいいが、落ちるかもしれんとい

うので、なかなか「うん」と言わないというよ

うな情況があるわけです。 

衆議院のほうには、１人も、いわゆるタレント

はいませんけれども、参議院の婦人議員は１５

名のうちにタレントがだいぶいます。前には、

社会党の中にもいましたけれども、いまはほと

んど自民党に多く、国会で質問をしているのを

聞いたことがない人がいっぱいいるわけです。

委員会でも何も言わないというか、さっき申し

上げた中でも、自民党の人は一回も発言してい

ません。山口さんはえらい古い人だけれども、

発言していない。大体自民党の議員はあまり発

言をしてないんです。一番発言をするのは共産

党で、それから社会党です。 

タレントが女の議員として、あんなに多数いる

のは、私どもとしては恥ずかしい思いをしてい

るのですが、しかし、国会では同僚は同僚で、

平等です。これは、タレントの力を借りて議員

をふやそうとする、政党が第一にけしからんと

思うんです。やはり、党員の中から育てていっ

て、議員に仕上げるべきであって、いきなりタ

レントを連れてくるということには、政党に対
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して私は文句を言いたいけれども、同時に、そ

れを引き受ける女の側にも問題があります。一

体、何のために議員になるのか。結局は立った

り坐ったり、人数の単位になるだけ、というこ

とはわかっているはずなんだけれども、しかし、

議員になり、歳費を貰うことをというか、ある

いは社会に対してということで、喜んでタレン

トが立候補している現状ではないかと思うん

です。これも、婦人全体の政治意識が低い、と

いうことに通ずるかとも思います。 

まだ遠い日本版サッチャー 

公務員の問題は、外国に比べて特に悪い。いま、

日本には女の大臣が一人もいないですね。前に

二人いたことがありますけれども、ここのとこ

ろずっといない。政務次官は、自民党の婦人議

員ならみんな交替でなっているわけで、いま一

人いますが、事務次官は女が一人もいません。 

国際婦人年で、みなさんご存じのとおりに、国

連のメキシコ会議の行動計画によって、各国が

政府の中に国際婦人年のことを進めるための

機関をつくれということになって、日本の政府

も三木内閣のときに「婦人問題企画推進本部」

をつくった。総理大臣が本部長、婦人関係の行

政を担当しているところが本部員になって、十

数名いるのですけれども、その中に一人も女が

入ってない。みな男ばかりです。私は、三木さ

んに会ったときに、「何ですか。男ばっかりで、

女のことわかりますか」と言ったら、「ああ、

そうでしたなア」というわけです。（笑） 

というのは、事務次官経験者ということで決め

ますから、事務次官には一人も女がいないから

入らんのですよ。別に法的な規制のある本部で

はないし、女を少し入れたらいいんではないか

と、福田総理にもいったんですけれども、その

まままだ男ばかりでやっています。そんな国は

ほかにありませんね。日本の公職の中での女の

地位が非常に低い、ということを表わしている

わけです。 

実は、メキシコで国際婦人会議をやったときに

は、国連から代表には閣僚クラスの女の人を出

してくれ、と言ってきたんですが、日本には女

の閣僚がいないので、誰を首席代表にしたかと

いうと元婦人少年局長であった藤田たきさん、

交通事故で歩行が不自由になっている方を無

理に日本の団長にして出した。 

あの人は優秀な人であり、英語も達者なんです

が、あまり活発に活動出来なかったようです。

私どもは外国代表から、“日本は経済大国では

ある。しかし婦人については発展途上国よりも

遅れている”という批判を受けた。発展途上国

からは、あのとき、それこそ女の総理大臣、あ

るいは大使や大統領の奥さんとかいう人が行

っており、非常に活発な活躍をしているんです

ね。だから日本が非常に見劣りがした。 

こういうわけでして、日本で女の公務員が特に

少ない、ということは非常に遅れていると言っ

ていいわけです。 

このあいだ政府のある婦人の役人が、太平さん

に会ったときに、外国には女の大臣が２人、３

人といて、女の大臣がいないところはほとんど

ない、と言ったら、「はア、そうかねえ。おれ

は初めて聞いた」と言ったんですって。それで、

やはり総理をもっと教育しなきゃいかん、とい

うような話になったんです。 

この前、サッチャー夫人が来ましたときに、大

平さんに、日本にサッチャー夫人のようなのが

出てくると思いますか、と外国の新聞社の人が

聞いたら、大平さんは黙っていて返事をしなか

ったという話です。 

サッチャーさんが総理大臣になりましたとき

に、皆さん方マスコミの方々から私のところに、
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「日本にサッチャーのようになる婦人の政治

家はいますか」とか、「将来出る見込みはありま

すか」とか、いろいろな質問が寄せられたので

すが、私はそのときに、「現在でいえば、そう

いう資格のありそうな婦人の政治家はおりま

せん。いや、近い将来にもちょっと期待が持て

ないんじゃないかと思う」と答えました。もっ

とも、将来、そういう資格を持つ婦人が出たと

しても、日本の保守党、いまでいえば自民党で

すけれども、自民党が女を党首にし、総理大臣

にするかと言えば、そんなことしないでしょう。 

こういう状況で、日本の婦人は政治に参加する

ことにはなったけれども、しかし、決して充分

に参加していない。それはもちろん、婦人自身

にも責任があるけれども、やはり政府と言いま

すか、男の方々の中にも、婦人を昔と同じよう

にごらんいただいている向きもありはしない

だろうか。社会全体にそういう空気がまだまだ

強い。いわゆる封建的な考え方がなかなか抜け

ないということで、今日の状態になっているわ

けです。 

きょうは婦人記者の方がお二人いらしている

んですが、昔、大正デモクラシー時代と言いま

すか、私どもが運動をしていた時代には、各社

に有力な婦人記者がいましたよ。たとえば朝日

では竹中繁さん、「時事」では大沢豊子さん、

「読売」には婦人欄があって婦人記者の人がた

くさんいましたし、そういう人たちはちゃんと

婦人記者クラブをつくって、私どもと一緒に婦

人運動にも参加しました。 

けど、そのときにくらべると、マスコミの中の

婦人の方々、数は多くなったかもしれませんけ

れども、地位がなかなか上がっていない。最近

になって「朝日」で初めて女の人が支局長になり、

また「読売」では初めて婦人部長に女の人がなっ

た。これは一歩前進であり、将来、これに引き

続いて、ほかの新聞社でも、そういうふうにし

ていただければありがたいと思っております。 

結局は、政治への婦人の参加が出来ていけば、

いろんな方面にもそれが波及していく。民間の

ほうにも波及していくので、まず政治への婦人

の参加を強力にしなきゃいかんと思うんです

が、さて近い将来は、こんどの衆議院の選挙で

も、女の立候補者は少ないようですし、現在の

議員が当選すればいいほう、ということになる

んじゃないでしょうか。来年の参議院では減り

ますよね。よい人がふえるという見込みも、ち

ょっとなさそうなのですが、それではいけない

から、何とかしなきゃいけないと思っています。

（拍手） 

質疑応答 

小池（サンケイ）：婦人議員がなぜふえないの

か。養成が行われていない、ということが最大

の原因ではないか。政党もそうですが、婦人議

員の先輩たちも後輩の育成を･･････。（笑）現

在の婦人議員は、ある突出した部分で、そのあ

とが続かない。ただし、これから２０年、３０

年、４０年後には非常に大きな婦人議員層が存

在する可能性があります。つまり、３０代以下

には将来政治家になる女性群が多数あって、い

まはそれが水面下にある。それは婦人記者にし

ても同じことで、最初、突出した部分があって、

空白があって、次に大きな群れとなっているも

のが出てくると考えるのですが、先生の実感と

してはいかがですか。 

答：女子の大学生で政治をやっている人が少な

いんですね。大学生で政治をやっていて、将来、

政治家を志す人がいたら、私は何らかの形で手

伝いたいと思って、機会のあるたびにそれを言

うんですけれども、いませんね 

小池：若い人たちの地域活動、ボランティア活

動がいま非常に盛んだが、政治家や政党が、な

ぜそれをうまく自分たちのほうに誘導出来な
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いのか。若い人たちはノンポリになっている、

というので諦めてしまって、それをどこもやら

ない。 

答：そうそう、お説のとおりですよ。 

私個人としては、どうもいまの政党というもの

を信頼出来ないというか。政党は非常に必要な

んだけれども、なかなかよくならないという

か･･････。 

だから、地方議会では、婦人は特に無所属がい

い。国会も参議院は無所属がいい。ちょっと政

党に入っちゃうと、一般の婦人は、現在では近

ずきにくいですね。無所属の人だと、いろいろ

相談にも行き易いけど･･････。共産党の婦人議

員というと、共産党の人ならいいけれども、そ

うでない人は行くのもちょっとちゅうちょし

ちゃうということもあります。だから、婦人議

員が地方議会にもっとたくさん出てほしい。こ

れは家庭生活と両立しますし、政治の内容は、

それこそ家庭に関するものですから。地方議会

を３分の１婦人にしたら、かなり変わるだろう

というんですが、少しずつふえているところも

あるけれども、まだまだ１０分の１もいかない

くらいですね。 

婦人会の会長をしていた人なんかが、そっちへ

行ってくれるといいんだけれども、みんないや

がって行きません。また、いまの文部省という

か、社会教育とかいろいろなところは、女があ

まり政治に参加することを奨励しないという

か、むしろ、反対する傾向がありますね。いつ

までも女は、頭を下げて頼みに行くようなとこ

ろに置いて、というふうにさえ言えると思うん

ですけれども。 

だから、国会ももちろんだけれども、国会には

そうたくさん婦人を期待するのが無理だとし

ても、少数でも質のいいのがいてほしい。地方

議会に婦人がもっとたくさん入って、そうする

と、日本の政治が変わってくるんですね。 

地方の政治を変えるのには、女がたくさん入る

よりほかないと、私は信じているんだけれども、

なかなか女の人たちは選挙に慣れないし、ある

いは金がないし、当選へ持っていくのが難しい。

それでも地方議員が幾らかこの頃ふえてきて

いるのは結構だと思っているんですけれども。 

質問：国会のタレント議員は、大体どういう傾

向にあるんですか。 

答：人によるんです。ことに参議院は、いろん

な層の国民を代表していいんだから、タレント

の代表もあっていいけれども、少なくともタレ

ントとして、一般の国民と大衆を代表するとい

う意味だったら、やはり無所属でなきゃおかし

いと思うんです。私の二院クラブにはいま５人

のうちタレントが３人いますけれども、みんな

わりあいに勉強しているし、発言もしているし、

タレントとしてはいいほうだと思っています。

一概に、タレントはダメだとは言えない。 

質問：タレントはあるんですか、本来の意味の。 

答：自民党がタレントを狙うのは数だけでいい

のであって、発言をするのは嫌うんですよ。勝

手なことを言われたら困る。黙っていて「右向

け」と言ったら「ハイ」と右向く。そういうの

がいいんであって演説会の人寄せに司会者と

して使うんです 

自民党のタレントでない婦人議員が言うんで

すが、「タレントの人が選挙の応援演説に行く

と、一昨年あたりで３０万円、党がくれる。と

ころが私が応援に行くと１万円しかくれない

のよ･･････」。 

文責・編集部 


